
こ
こ
で
も
、
供
給
網
確
立

が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

日
本
で
は
半
導
体
メ
ー
カ
ー

ら
が
増
産
投
資
を
進
め
る
と

と
も
に
、
自
動
車
業
界
と
の

協
業
も
活
発
化
し
て
い
る
。

材
料
か
ら
デ
バ
イ
ス
、
モ
ジ

ュ
ー
ル
ま
で
を
含
む
国
内
供

給
体
制
は
、
産
業
の
競
争
力

に
も
影
響
す
る
。

電
動
化
は
単
な
る
パ
ワ
ー

ト
レ
イ
ン
の
変
化
に
と
ど
ま

ら
ず
、
材
料
、
電
子
部
品
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
を
含

め
た
産
業
変
革
を
伴
う
。
充

電
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
連
携
と

い
っ
た
社
会
基
盤
整
備
も
含

め
、
電
動
化
は
自
動
車
産
業

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
連
携

を
促
す
転
換
点
に
も
な
り
そ

う
だ
。

（
ケ
イ
素
、
Ｓ
ｉ
）
に
代
わ

り
、
炭
化
ケ
イ
素
（
Ｓ
ｉ

Ｃ
）
を
使
う
デ
バ
イ
ス
採
用

が
広
が
る
。
Ｓ
ｉ
Ｃ
半
導
体

は
高
温
・
高
電
圧
で
の
動
作

に
優
れ
、
電
力
損
失
を
大
幅

に
低
減
し
、
電
動
車
の
効
率

向
上
や
充
電
時
間
短
縮
に
貢

献
す
る
。

走
行
距
離
延
伸
で
は
、
バ
ッ

テ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

が
鍵
と
な
る
。
こ
の
分
野
で

注
目
さ
れ
る
全
固
体
電
池

は
、
安
全
性
向
上
や
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
密
度
化
が
期
待
さ

れ
、
日
本
企
業
も
実
用
化
へ

研
究
開
発
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
た
だ
量
産
に
は
材
料
技

術
や
製
造
プ
ロ
セ
ス
確
立
と

い
っ
た
課
題
が
多
く
、
実
用

化
の
時
期
や
コ
ス
ト
が
焦
点

と
な
る
。

電
動
化
に
伴
い
、
材
料
調

達
の
地
政
学
リ
ス
ク
も
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

リ
チ
ウ
ム
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
コ

バ
ル
ト
、
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
な

ど
は
特
定
地
域
へ
の
依
存
度

が
高
く
、
供
給
網
（
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
）
確
保
が
課
題

だ
。
各
国
政
府
は
国
内
生
産

の
強
化
や
友
好
国
と
の
供
給

網
構
築
を
進
め
て
お
り
、
自

動
車
や
業
界
も
戦
略
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
。

電
動
車
の
性
能
と
効
率
を

支
え
る
も
う
一
つ
の
重
要
な

柱
が
車
載
半
導
体
だ
。
特
に

イ
ン
バ
ー
タ
ー
な
ど
の
電
力

制
御
に
使
わ
れ
る
パ
ワ
ー
半

導
体
は
、
航
続
距
離
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
に
直
結
す
る
中

核
部
品
。
近
年
は
シ
リ
コ
ン

第
２
の
課
題
は
コ
ス
ト
。

特
に
バ
ッ
テ
リ
ー
コ
ス
ト
の

低
減
が
重
要
な
テ
ー
マ
で
、

構
造
や
材
料
の
最
適
化
、
量

産
体
制
な
ど
低
価
格
化
の
取

り
組
み
が
進
む
。
部
品
点
数

削
減
や
車
両
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
ー
（
構
造
）
進
化
で
、
車

両
全
体
の
コ
ス
ト
を
抑
え
る

こ
と
も
課
題
に
な
る
。

第
３
の
課
題
は
航
続
距
離

の
向
上
。
１
回
の
充
電
で
の

電
動
化
の
課
題
は
多
岐
に

わ
た
る
。
第
１
に
車
両
の
軽

量
化
。
電
動
車
は
一
般
に
バ

ッ
テ
リ
ー
重
量
が
大
き
く
、

車
両
重
量
が
航
続
距
離
や
効

率
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
車
体

構
造
の
見
直
し
や
軽
量
素
材

の
採
用
が
急
速
に
進
む
。
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
高
張
力
鋼

板
、
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
な
ど

複
合
材
料
も
含
め
、
軽
量
化

と
強
度
の
両
立
が
求
め
ら
れ

る
。

特集

エ
ハ
ー
用
硫
酸
銅
め
っ
き
添
加

剤
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｚ
Ａ

Ｌ
Ｃ
Ｎ

Ｌ
Ｘ
Ｄ
は
、
２
０
０

度
付
近
の
低
温
で
ダ
イ
レ
ク
ト

接
合
を
可
能
に
す
る
Ｃ
ｕ
－
Ｃ

ｕ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
用
硫
酸
銅
め
っ
き
添
加
剤
で

あ
り
、
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
や
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ

な
ど
の
三
次
元
積
層
デ
バ
イ
ス

へ
提
案
す
る
。

減
し
、
４
０
０
度
の
熱
処
理
で

も
ク
ラ
ッ
ク
が
発
生
せ
ず
、
高

温
常
用
に
対
応
可
能
な
無
電
解

ニ
ッ
ケ
ル
め
っ
き
皮
膜
が
得
ら

れ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｚ
Ａ

Ｌ
Ｃ

Ｎ
シ
リ
ー
ズ
は
、
高
ア
ス
ペ
ク

ト
比
ビ
ア
フ
ィ
リ
ン
グ
（
Ｌ
Ｃ

Ｎ

Ｓ
Ｖ
）
や
高
電
流
密
度
で

の
銅
ピ
ラ
ー
形
成
（
Ｌ
Ｃ
Ｎ

Ｓ
Ｐ
）
に
対
応
し
た
半
導
体
ウ

奥
野
製
薬
工
業
は
研
究
開
発

型
企
業
と
し
て
先
端
産
業
の
要

望
に
応
え
、
表
面
処
理
・
無
機

材
料
・
食
品
分
野
で
培
っ
た
技

術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

豊
か
で
ク
リ
ー
ン
な
未
来
づ
く

り
に
貢
献
す
る
。
半
導
体
関
連

を
重
点
事
業
と
位
置
付
け
、
２

０
３
０
年
度
に
売
上
高
４
２
０

億
円
を
目
標
に
掲
げ
る
。
中
核

は
半
導
体
ウ
エ
ハ
ー
向
け
表
面

処
理
「
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｚ
Ａ
（
ト
ラ

イ
ザ
）
」
シ
リ
ー
ズ
。
企
業
ロ

ゴ
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
（
ト
ッ
プ
）
」

に
、
産
業
の
米
と
呼
ば
れ
る
半

導
体
分
野
へ
の
貢
献
を
込
め
、

ラ
テ
ン
語
で
「
米
」
を
意
味
す

る
「
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｚ
Ａ
（
オ
リ
ザ)｣

を
組
み
合
わ
せ
て
名
付
け
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
Ｚ
Ａ

Ｅ
Ｌ

Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
／
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

は
、
ウ
エ
ハ
上
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

電
極
向
け
の
Ｕ
Ｂ
Ｍ
形
成
用
無

電
解
め
っ
き
プ
ロ
セ
ス
と
専
用

め
っ
き
装
置
で
あ
る
。
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
電
極
の
局
部
腐
食
を
低

ＴＯＲＹＺＡ ＥＬ ＳＹＳＴＥＭ

磨き上げた表面処理薬品と技術
儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

半導体ウエハー向け拡充半導体ウエハー向け拡充

政
府
目
標｢


年

％
電
動
化｣

日
本
政
府
は｢

２
０
３
５
年
ま
で
に
新
車
販
売
を
電
動
車
１
０
０
％
に｣

と
の
目
標
を

掲
げ

産
業
転
換
を
進
め
て
い
る

電
動
車
に
は
電
気
自
動
車(

Ｅ
Ｖ)

や

プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

燃
料
電
池
車
な
ど
が
あ
る
が

い
ず
れ
に
せ
よ

電
動
化
技
術
を
中
核
と
し
た
新
し
い
構
造
へ
の
移
行
が
不
可
欠

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や

部
品
メ
ー
カ
ー
素
材
半
導
体
と
い
っ
た
関
連
業
界
が
技
術
革
新
を
急
ぐ


地
政
学
リ
ス
ク

踏
ま
え
な
が
ら

協
業
加
速
の

大
き
な
転
換
点

半導体含む関連業界

構造改革 待ったなし

電
動
化
は
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
産
業
の
変
革
を
伴
う

電
動
車
の
効
率
向
上
に
は
電
力
損
失
の
少
な
い
パ
ワ
ー
半
導
体
も
必
要
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